
  
 

～北海道・東海・中国～ 

「全通研アカデミー～全通研学校Ⅲ～」は、全通研の運動理念や研究誌“手話通訳問題研究”の学び

をさらに深めるために、執筆いただいた方や関連する専門家にご講義いただくものとし、2015 年度

から開催しています。 

第３回目の開催となる 201７年度は、北海道・東海・中国の 3 ブロックで開催します。 

全通研学校Ⅱと同様に、全通研の会員であれば他ブロックの会場にも参加できますので、学びを深め

る機会として、多くのみなさんの参加をお待ちしております。 

 

北海道会場                  【申込締切／2017年5月26日（金）】 

開催日時／2017 年６月２４日（土）１４時 00 分 ～ １９時 00 分 
開催会場／北海道立道民活動センター（かでる２．７） 
     （〒060-0002 札幌市中央区北 2 条西 7 丁目） 

講演内容／第 1 講座：講演時間：2017 年 6 月 24 日（土） 14 時 30 分 ～ 16 時 30 分 
          テ ー マ：「全通研の歴史を学び未来につなげる～全通研活動のこれから～」 
          講  師：石川 芳郎 氏（（一社）全国手話通訳問題研究会 理事） 

     第２講座：講演時間：2017 年 6 月 24 日（土） 17 時 00 分 ～ 19 時 00 分 

          テ ー マ：「ろうあ者の暮らしの変化を見つめて」 
          講  師：近藤 幸一 氏（（一社）全国手話通訳問題研究会 副会長） 

 

東海会場                   【申込締切／2017 年 7 月 7 日（金）】 

開催日時／2017 年 7 月 29 日（土） 10 時 00 分 ～ 15 時 00 分 

開催会場／みえ市民活動ボランティアセンター アスト津 
     （〒514-0009 三重県津市羽所町 700） 

講演内容／第 1 講座：講演時間：2017 年７月 29 日（土） 10 時 00 分 ～ 12 時 00 分 

          テ ー マ：「他団体から見る全通研」 
          講  師：石野 富志三郎 氏（（一財）全日本ろうあ連盟 理事長） 

     第２講座：講演時間：2017 年７月 29 日（土） 13 時 00 分 ～ 15 時 00 分 

          テ ー マ：「戦後 70 年と聴覚障害者の暮らし」 
          講  師：大矢 暹 氏（（社福）ひょうご聴覚障害者福祉事業協会 理事長） 

 

中国会場                   【申込締切／2017 年 6 月 16 日（金）】 

開催日時／2017 年 7 月 9 日（日） 10 時 00 分 ～ 15 時 00 分 
開催会場／海峡メッセ下関「801 大会議室」 
     （〒750-0018 下関市豊前田町 3-3-1） 

講演内容／第 1 講座：講演時間：2017 年 7 月 9 日（日）10 時 00 分～12 時 00 分 
          テ ー マ：「合理的配慮の基礎知識」 
          講  師：池原 毅和 氏（弁護士） 

     第２講座：講演時間：2017 年 7 月 9 日（日）13 時 00 分～15 時 00 分 

          テ ー マ：「意思疎通支援の課題とこれからの運動」 
          講  師：山下 正知 氏（（社福）全国盲ろう者協会 事務局長） 



【開催日程】 

＜北海道会場＞ 

13：30～ 14：00～ 14：30～16：30 16：30～17：00 17：00～19：00 20：00～ 

受付 開会 第１講座 休 憩 第２講座 交流会 

 

 

石川 芳郎（いしかわ よしろう） 

一般社団法人全国手話通訳問題研究会 理事  

【経 歴】 

日本社会事業大学卒業 

東京都心身障害者福祉センターへソーシャルワーカーとして就職 

同僚に聴覚障害の方がおり、手話に出会う 

岡山で開催された全国手話通訳者会議に初めて参加 

1974 年 全国手話通訳問題研究会結成時会員となり、現在に至る 

1976 年 運営委員に選出 全国組織としての全通研の運営、全日本ろうあ連盟との共同の 

運動に直接かかわるようになる 

現在、全通研理事、東京手話通訳等派遣センター登録手話通訳者、地域の登録手話通訳者等 

【講師メッセージ】 

歴史を学ぶことは、未来を創ることにつながります。私の生き方に大きな影響を与

えてくれた「朝日訴訟」は今、生存権保障を守る運動に豊かに引き継がれています。

個人史的なお話になってしまいそうですが、ろうあ者・手話・全通研との関わりで

私が学んだことを整理してみたいと思います。 

 

近藤 幸一（こんどう こういち） 

一般社団法人全国手話通訳問題研究会 副会長  

 

【経 歴】 

1978 年 京都市聴覚言語障害センター就職 

現在、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会 事業本部長 
 

【講師メッセージ】 

手話通訳の主要な役割は、聴覚障害者にとっての「社会的必要に応える」ことであ

ります。聴覚障害者のくらしの問題把握、それに応えることのできる制度課題につ

いて手話通訳を軸にして今日の状況を考えます。 

 

  



＜東海会場＞ 

9：30～ 9：50～ 10：00～12：00 12：00～13：00 13：00～15：00 15：00～15：30 

受付 開会 第 1 講座 昼休憩 第 2 講座 閉会 

 

 

石野 富志三郎（いしの ふじさぶろう） 

一般財団法人全日本ろうあ連盟 理事長  

【経 歴】 
1952 年 近江八幡市生まれ、大津市在住。妻一女。 

現在は、全日本ろうあ連盟理事長、内閣府・政策委員会委員、厚労省・社会保障審議会障害

者部会委員、日本障害フォーラム副会長、筑波技術大学経営委員、日本障害者リハビリテー

ション協会理事、滋賀県ろうあ協会副会長など多数の役職を務める。 

社会福祉法人滋賀県聴覚障害者福祉協会常務理事 

【講師メッセージ】 

「他団体から見た全通研」というよりも長年関わりを持った全通研を見て思ったこ

となど、個人的見解を含めて忌憚なく話したいと思っています。 

 

大矢 暹（おおや すすむ） 

社会福祉法人 ひょうご聴覚障害者福祉事業協会 理事長  

【経 歴】 
1947 年（昭和 22 年） 京都府山城町（現・木津川市）生まれ 

小学生のときに失聴 

京都府立ろう学校高等部入学により、ろう者と手話に出会い、トンネルを出る 

京都府聴言福祉協会の職員を経て、淡路ふくろうの郷施設長へ 

【講師メッセージ】 

淡路ふくろうの郷の設立理念「一人一人を大切に共に生きる」の実践のひとつに入

居者の「人生の物語」の発信があります。それは、見学者や出前講座で、さらには、

ふくろう学びあい文庫として形になっています。 

その物語は「平和のうちに楽しく自由に友と元気に暮らしたい」という言葉に凝縮

されます。なぜ「平和のうちに…」なのでしょう。 

本講座でその意味を共に考えあいましょう。 

  



＜中国会場＞ 

9：30～ 9：50～ 10：00～12：00 12：00～13：00 13：00～15：00 15：00～15：30 

受付 開会 第 1 講座 昼休憩 第 2 講座 閉会 

 

 

池原 毅和（いけはら よしかず） 

弁護士（第二東京弁護士会所属） 

東京アドヴォカシー法律事務所主宰 

日弁連高齢者・障害者の権利に関する委員会 

障害のある人に対する差別禁止法調査特別委員会 

早稲田大学法科大学院客員研究員 

立教大学福祉学部講師 

【経歴】 
1956 年生まれ 東京都出身 

中央大学法学部卒 

 

【これまでかかわった主な委員会・研究会等】 
日本弁護士連合会刑事法制委員会 

心神喪失者等医療観察法対策委員会 

内閣府障がい者制度改革推進会議差別禁止部会委員 

社会保障審議会委員 

【講師メッセージ】 

障害者権利条約の批准、障害者基本法の改正、障害者差別解消法の成立、障害者雇用

促進法の改正など、障害の分野で差別の禁止と自己決定権の尊重を基本とした法制

度が整備されつつあります。これらの法制度は、障害のある人の生活しづらさは、実

は私たちの社会の差別と排除の構造に原因があったことを教えています。人と社会

との関係を改めて考えながら、これらの法律の課題と展望を考えていきましょう。 

 

山下 正知（やました まさとも） 

社会福祉法人全国盲ろう者協会 常務理事・事務局長 

【経歴】 
昭和４９年 東京都庁に入庁 

以後、退職時まで障害福祉関係を中心に社会福祉分野の仕事に携わる。 

特に、平成８年４月から全国に先駆けて東京都で開始された盲ろう者のための通訳・介助者 

派遣事業については、企画段階から事業立ち上げまでを一貫して担当し、以後、退職時まで、 

東京盲ろう者友の会の活動と継続的に関わる。 

平成２２年 東京都庁を退職し、社会福祉法人白峰福祉会常務理事に就任。 

平成２４年 前事務局長の病気退職に伴い、社会福祉法人全国盲ろう者協会事務局長に就任 

平成２５年 常務理事に就任し、現在に至る。 

【講師メッセージ】 

盲ろう者の意思疎通支援に関しては、以前、平成２５年４月からの障害者総合支援法

の施行を前にして、その現状と今後の展望について簡単な報告を行ったところです。 

その後、同法施行後３年を目途とした同法の見直し検討が幅広く行われ、現在、平成

３０年度からの実施に向けた準備が進められています。 

盲ろう者に関しても、「障害種別ごとの特性やニーズに配慮したきめ細かな見直しを

行う」方向での検討が進められていますが、今回は、そのような状況を踏まえた報告

を行いたいと思います。 



＜参加申込みのご案内＞ 

1．参加費・参加資格 

（1）参加費／各会場 1,000 円（当日受付にてお支払いください） 

       ※北海道会場の交流会は別途費用が必要となります。 

（2）参加資格／全通研会員のみ 
 

2．宿泊場所 

（1）前泊や後泊などの宿泊については、各自で申し込み願います。 

（2）下記の宿泊場所は、会場および最寄りの駅周辺のホテルです。 

あくまで参考ですので、ご予約いただく際は必ず料金等を確認してから申込み願います。 

（3）休日の開催となりますので早めにホテルを予約されることをお勧めします。 

＜北海道会場＞ 

宿 名 H  P 料金 

ホテルルートイン 札幌駅前北口 http://www.route-inn.co.jp 約 8,500 円～ 

KKR ホテル札幌 http://kkr-hotel-sapporo.com/ 約 9,800 円～ 

ビジネスイン ノルテⅡ http://www.b-norte.jp 約 8,100 円～ 

＜東海会場＞ 
宿 名 H  P 料金 

ホテルグリーンパーク津 http://www.greens.co.jp/gptsu/ 約 5,800 円～ 

ホテルエコノ津駅前 http://www.greens.co.jp/hetsueki/ 約 4,700 円～ 

ドーミイン津 http://www.hotespa.net/hotels/tsu/ 約 5,600 円～ 

＜中国会場＞ 
宿 名 H  P 料金 

ドーミイン下関 http://www.hotespa.net/hotels/shimonoseki/ 約 6,200 円～ 

グリーンホテル下関 http://www.greenhotelshimonoseki.jp/ 約 4,000 円～ 

東横イン下関海峡ゆめタワー前 http://www.toyoko-inn.com/hotel/00174/ 約 5,200 円～ 

3．申込み方法 

（1）添付の参加申込書に必要事項をご記入の上、所属支部にお申し込みください。 

（2）複数の会場に参加される場合は、会場ごとに申込書を作成してください。 

（3）支部は、「総括申込書」を作成し本部に送付願います。（個人申込書は支部控えとして保管ください） 

   なお、「総括申込書」は会場ごとに作成願います。 

 

4．申込締め切り 

（1）それぞれ下記の会場ごとの締め切り期限までに各支部にお申込みください。 

（2）各支部は、「総括申込書」に記入の上、下記の締め切り期限までに本部に送付してください。 

会場 申込締め切り（参加者） 
 支部から本部への 

申込締め切り 

北海道 2017 年 5 月 26 日（金）  2017 年 6 月 2 日（金） 

東海 2017 年 7 月 7 日（金）  2017 年 7月 14 日（金） 

中国 2017 年 6 月 16 日（金）  2017 年 6月 23 日（金） 



 

5．参加日等の支払い方法 

（1）当日、会場受付にて「参加費」をお支払いください。 

（2）申し込みを変更する場合は、事前に支部から本部まで連絡をしてください。 

（3）当日やむを得ない理由で欠席する場合は、必ず下記（「7.緊急連絡先」）まで連絡してください。 

   なお、全く連絡がない場合は、参加費等を支部に請求いたしますのでご了承ください。 

 

6．支部申込み先および問い合せ先 

一般社団法人全国手話通訳問題研究会 

〒602-0901 京都市上京区室町通今出川下ル 繊維会館内 

ＴＥＬ：075-451-4743 

ＦＡＸ：075-451-3281 

E-mail：NRASLI＠zentsuken.net 

 

7．緊急連絡先 

075-451-4743（当日は、全通研事務所から担当者に転送されます） 

 

 

8．その他 

（1）本年度より、参加証はがきは送付しません。 

   支部に申し込みを行った時点で申込完了となりますので、ご留意ください。 

   （キャンセルについては直接全通研事務所までご連絡ください。） 

（2）講師の了解がとれた講座については、録音が可能です。※こちらは当日、報告します。 



会場へのアクセス方法について 

【北海道会場】 

◆所在地 

北海道立道民活動センター（かでる２．７） 

（〒060-0002 札幌市中央区北 2 条西 7 丁目） 

TEL／011-204-5100  FAX／011-271-9827 

 

◆アクセス方法 

JR 札幌駅南口：徒歩 13 分 

地下鉄 

  さっぽろ駅（10 番出口）：徒歩 9 分 

  大通駅（2 番出口）    ：徒歩 11 分 

  西 11 丁目駅（4番出口） ：徒歩 11分 

 

 

【東海会場】 
 

◆所在地 

みえ市民活動ボランティアセンター アスト津 

（〒514-0009 三重県津市羽所町 700） 

TEL／059-222-5995 

 

◆アクセス方法 

津駅から徒歩１分 

大阪から 

近鉄難波駅から約 1 時間 35 分 

名古屋から 

近鉄名古屋駅から約 50分 

ＪＲ名古屋駅から約 50分 

 

 

 

 【中国会場】 

 

◆所在地 

海峡メッセ下関「801大会議室」 

（〒750-0018 下関市豊前田町 3-3-1） 

TEL／083-231-5600 FAX／083-231-5598 

 

◆アクセス方法 

JR 下関駅から徒歩７分 

バス利用の場合、バス停「豊前田」下車後徒歩 2 分 

 

津駅 

 

アスト津 

 



 

 

第３回  全通研アカデミー～全通研学校Ⅲ～ 

《 参  加  申  込  書  》 
                                                                                                     
 

ふりがな  
所 属 

支部名 
 

氏 名  

住 所 

（〒    -     ） 

 

連絡先 

TEL  FAX  

E-Mail  

緊急連絡先  

 

 

内容  項目  金額  申込  会場名  

第３回  

全通研アカデミー 

～全通研学校Ⅲ～  

参加費  1,000 円  ○  
会場  

交流会費  約 4,000 円  

 
交流会については  

北海道会場のみ行います。  

 

 

１．参加費は、当日、会場で徴収させていただきます。 

２．昼食は、持参するか、会場周辺で各自おとりください。 

３．この申込書は、支部に提出してください。 

 

 

 


